ジャンジャン横丁

新世界の南東部にあるジャンジャン横丁は、レストラン、カフェ、将棋クラブなどの娯楽施設が立ち並ぶ細長いアーケード街です。長年の間に栄枯盛衰を経験したジャンジャン横丁ですが、現在はそのレトロな魅力や手頃な値段で楽しめる飲食店・娯楽施設、そして昔ながらの南大阪らしい雰囲気から人気を集めています。

ジャンジャン横丁は、1921年、新世界が当時 「大大阪」と呼ばれていた大阪市の中心で賑わう歓楽街であった頃に生まれました。飛躍的な経済発展を受けて、日本最大かつ最も繁栄している都市となりつつあった大阪では、市民は楽天的かつオープンで娯楽を求めていました。このような空気は「ジャンジャン」という名前にも反映されています：ジャンジャンとは客を呼び込む三味線の音を表す擬音語です。ジャンジャン横丁の正式名称は「南陽通商店街」ですが、この名前が使われることはほとんどありません。

ジャンジャン横丁は、第二次世界大戦中に新世界の他の地域とともに空襲で壊滅しました。この街は1950年代まで苦境に立たされ続け、その様子は林芙美子の未完小説『めし』にも描かれました。しかし、1960年代、横丁は大阪万博’70の施設建設に携わった労働者たちに人気の飲食街として再生を遂げました。この地域は1997年に再開発されましたが、ジャンジャン横丁はそのノスタルジックな魅力で若い世代の人気を集めていたことから、再開発においても横丁の独特の雰囲気を保存するよう配慮がなされました。

現在、ジャンジャン横丁は、数十年前のカラフルな看板や建築物、デザインを残したタイムカプセルのような場所となっています。今でも中心の客層は肉体労働者をはじめとする地元の働き手であり、多くの飲食店では夜勤明けにやってくるお客さんたちのためにビールがついた「モーニングセット」を提供しています。

串カツ・ミックスジュース・将棋
ジャンジャン横丁の定番料理といえば、串に刺しパン粉を付けて揚げた肉や野菜をソースに浸けて食べる「串カツ」です。しかし、お好み焼きや、東京のうどんより柔らかく汁が薄味のご当地うどんなど、大阪ならではのグルメもここには全て揃っています。昔懐かしい雰囲気が漂うジャンジャン横丁の喫茶店の中には、大阪で愛される飲み物「ミックスジュース」を最初に生み出したお店もあります。

娯楽を求めるなら、ジャンジャン横丁には「日本一狭いゲームセンター」を標榜する店や射的などの昔懐かしい遊びもあるものの、最も有名なのは囲碁、麻雀、将棋（チェスに似たゲーム）の会所です。このジャンジャン横丁の将棋会所からはこれまで幾人ものプロ棋士が誕生しており、現在でも多くの人が会所の外に集まって対局の様子を窓から覗き込んでいます。
